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 
本研究の目的は､ 術後患者の不確かな状況における認識を明らかにし､ 患者が主体的に今後の方向性を決め､ 回復に
向けた取り組みができる看護援助への示唆を得ることである｡ 全身麻酔下で初めて開腹手術を受けた患者７名に半構成
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歳であった｡ 病名は､ Ｓ状結腸癌､ 胆石症､ 胃























本稿では､ カテゴリーを【 】､ サブカテゴ
リーを《 》で示す｡ また､ 対象者の語りを























































































































































































































































































































































































































































   
本研究では､ 術後患者の不確かな状況におけ
る認識を明らかにし､ 術後患者の主体的な回復
に向けた取り組みを促す看護援助への示唆を得
ることができた｡ しかし､ 術後の期間を術直後
から退院までの短期間に限定したことや､ 対象
者の年齢､ 社会的役割が異なっていたことなど
から､ 得られた結果を一般化することには限界
がある｡ 今後はこれらの条件をさらに考慮して､
研究を行い､ 洗練化していく必要があると考え
る｡
本研究は､ 平成22年度高知女子大学に提出し
た卒業論文の一部を加筆・修正したものである｡
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